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推 薦 学 会 代表研究者 氏名。所属 研 究 主 題
援助金額
(万円)

日 本 薬 学 会
名古屋市立大学

加 藤 晃 一

糖蛋白質の立体構造形成および分子認識

機構の構造生物学的解析

日 本 物 理 学 会
千葉大学

加 藤 徹 也
鎖状化合物強誘電体の新しい相転移 250

日 本 化 学 会
東京大学

金   幸  夫

マイクロチャネルー電極チップによる時

空間制御反応
200

日 本 化 学 会
京都大学大学院

近 藤  輝  幸

環境調和型新規遷移金属錯体を用いる極

性小分子の触媒的活性化
180

高 分 子 学 会
東京大学大学院

城 国  秀  明
高分子溶液のフェムト秒ダイナミクス 280

日 本 天 文 学 会
京都大学大学院

鶴     岡 J

X線 による中質量ブラックホールの検
出と多波長によるその成長過程の観測的
研究

200

応 用 物 理 学 会
東北大学

中 嶋  一  雄

ミクロ分散的組成分布を持った多元系結

晶の成長と物性
200

日本植物生理学会
京都大学大学院

西 村 t くヽこ

高等植物の液胞へのレセプター依存的な

選別輸送機構
230

日本発生生物学会
お茶の水女子大学

服 田  昌  之
神経機能の進化的起源に関する研究

０
０

日本分子生物学会
東北大学

東 谷 篤 志

減数分裂過程の染色体ダイナミクスとそ

の制御機構に関する研究
185

日 本 天 文 学 会
茨城大学

百 瀬 宗 武

高解像度電波観測による小質量星形成コ

アの統計的研究
250

日 本 動 物 学 会
広島大学大学院

矢尾板 芳  郎
発生過程における器宮の退縮の分子機構 Ｏ

Ｏ
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推 薦 学 会 代表研究者 氏名。所属 研 究 主 題
援助金額
(万円)

日本植物生理学会
名古屋大学大学院

吉 田  久  美
アジサイの花色変異の解明 230

計

計

合

総

13件   2,740万 円

6件   1,260万 円

19件   4,000万 円

短期間派遣援助 (7件 )

代表研究者 氏名。所属 研 究 主 題
援助金額
(万円)

推 薦 研 究

大阪大学

阿久津 秀  雄

H+一ATP合 成酵素Flの回転触媒機構の

構造的研究
180

早稲田大学

浅 井   博 遷鵜輪続謡髄 響敷評

金沢大学

金 森 正 明

分子シャペロン・ATP依 存性プロテアー

ゼの基質認識機構

筑波大学

木 越 英 夫

生体高分子と複合する有機化合物の創製

と反応
280

佼異等
端科学技術大学

河 野 憲 二

小胞体ストレス応答に関与する新規膜貫

通型 リボヌクレアーゼ分子の機能解析
230

大阪府立大学

森   茂  生

強相関電子系物質における相分離状態と

ナノ構造
300

彼 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

姫路工業大学

八木澤   仁

第42回 「正常細胞ならびにガン細胞における
酵素の活性と生合成の調節機構に関する国際
シンポジウム」

ア メ   リ  カ 2001/ 9

高輝度光科学研究セン
ター

筒 井 智 嗣

メスバウァー効果の応用に関する国際会議 イ ギ  リ   ス 2001/ 9
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被 派 遣 者 目 的 渡航 先 実施年月

国立天文台

今 西 昌 俊

DLAsを 研究するための近赤外線のKバ ンド
フラックスに基付く高赤方偏移クエーサーサ
ンプルの確立

ア メ   リ   カ 2001/10

北海道大学大学院

藤 田 健
第 6回国際薬物動態学会 ド   イ    ツ 2001/10

国際基督教大学

】ヒ  ル表  示ロ  ラ(
プラズマ物理に関する秋の学校 イ タ  リ  ア 2001/10

関西医科大学

伊 藤 誠 二
第31回】ヒ米神経科学会 ア メ   リ  カ 2001/11

東北大学大学院

山 崎  寛  仁

第 9回バ リオン構造についての国際会議

バリオン2002
ア メ   リ  カ 2002/ 3

注 :2001年 度後半 (2001年 9月 ～2002年 3月 )実 施分
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…………………キ…‥村……  事   務   報   告  … Ⅲ… …… ヰⅢ………Ⅲ… …

′ 事 業 日 誌

2001.7.13 選 考打合会

7.14 第 2回選考委員会 :2001年度研究援助の答申案作成

第 1回臨時理事会 :同上答申案の審議  (於  薬 業年金会館)

報道関係 2001年度研究援助概説伝達

9.8 選 考打合会

9.9～ 14 第 55回山田コンファレンス開催  (於  慶 應義塾大学)

9.10～ 14 第 56回山ロコンファレンス開催  (於  北 海道ルスッリゾート)

9.26 財 団ニュース通巻第49号完成 。発送

10。31 2002年度長期間派遣援助申込締切

11.10 選 考打合会

11,12～ 14 第 57回山田コンファレンス開催  (於  つ くば産業技術総合研究所)

11.27 財 団ニュース通巻第50号完成 ,発送

11.30 2002年度来日援助申込締切

12.22 選 考打合会

2002.1.19 選 考打合会

1.30 第 24回事業報告書完成 ・発送
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山田コンファレンスLV,LⅥ ,LⅦ の開催

‐十ヤⅢ……………申十■………  人  事  消  息   Ⅲ Ⅲ……………Ⅲキ……料………

2001年11月  井 田洋夫理事が文化勲章を受章されました。

豊島久真男評議員が文化勲章を受章されました。

永津俊治評議員が勲二等瑞宝章を受章されました。

村田一郎評議員が勲二等旭日中綬章を受章されました。

12月  野 依良治評議員がノーベル化学賞を受賞されました。

白川英樹評議員が学士院会員になられました。

回 名会 会  期 主催責任者 参 会 者

LV

The llth lnternational COnference on
Liquid and Amorphousい/[etals

(第11回液体およびアモルファス金属国

際会議)

９

～

‐４

米沢富美子

(慶應義塾大学)

名

名

名

８

６

　

４

日本人

外国人

合計

LVI

The 4th lnternational Symposiu■ l on
Crystalline Organic A/1etals,

Superconductors and Ferromagnets

(第 4回 有機金属 ・有機超伝導体 。有機

強磁性体に関する国際シンポジウム)

2001. 9 10

;

14

斎藤 軍 治

(京都大学

大学院)

日本人 182名

外国人 77名

合計 259名

L ロヽ

Atomic―scale surface designing for
functional 10、v_dimensiOnal lnaterials

(表面低次元機能物質の創製と物性)

2001.11.12

S

14

栃原  浩

(九州大学

大学院)

日本人 119名

外国人 26名

合計 145名
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